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（２）町民意識調査（令和５年度実施） 

　本調査は、町総合計画に対する町民の意識動向や、町の施策、まちづくりに対する要望な

どを把握するために実施しているものです。 

■「公共交通機関を気軽に利用できる」の属性別特徴 

　使いやすさの満足度は低いですが、重要度は高いものとなっていることから、公共交通施

策の不足度が高いことが分かり、より効果的な施策が求められていることがわかります。 

 

 

■「通勤、通学、買い物など普段の移動に困っていない」の属性別特徴 

移動に困っていないかどうかについては、満足度は「満足」「やや満足」が半数以上で、

特段の課題がない一方、ほとんどの人が公共交通は重要なものと位置づけています。 

 

 

 

（３）住民アンケート 

【調査の概要】 

 

　【結果の概要】 

①日常の交通手段 

　「通勤・通学」「通院」「買い物」の、日常生活で移動が必要な主なものについて、その手

段を聞きました。いずれも自分が運転する自動車の使用がいちばん多く、次いで家族の運転

で移動することが多くなっています。鉄道は通勤・通学の割合がいちばん多く、あねっこバ

スは共通して２％を超えない状況です。 

満足 やや満足
あまり満足
していない

満足して
いない

分からない
非常に大
切である

大切である
さほど大
切でない

大切でない

5.0% 20.9% 28.4% 35.9% 9.8% 41.1% 54.1% 4.0% 0.8%

4.2% 15.1% 30.7% 40.1% 9.9% 35.4% 60.2% 3.9% 0.6%

6.0% 26.6% 27.1% 30.7% 9.5% 45.5% 49.2% 4.2% 1.1%

0.0% 14.3% 0.0% 71.4% 14.3% 80.0% 20.0% 0.0% 0.0%

満足度 重要度

全体

男性

女性

性別不明

性
別

満足 やや満足
あまり満足
していない

満足して
いない

分からない
非常に大
切である

大切である
さほど大
切でない

大切でない

27.2% 40.1% 13.9% 13.9% 5.0% 49.9% 47.5% 2.1% 0.5%

29.8% 35.6% 12.0% 17.3% 5.2% 48.0% 49.7% 2.2% 0.0%

25.6% 43.7% 16.1% 10.6% 4.0% 50.8% 46.1% 2.1% 1.0%

0.0% 57.1% 0.0% 14.3% 28.6% 80.0% 20.0% 0.0% 0.0%

満足度 重要度

全体

男性

女性

性別不明

性
別

 調査対象 中学生以上の住民　各年代（８）125 人　1,000 人

 配布・回収方法 郵送

 配布数／回収数／回収率 1,000 通／461 通　　　　　46.1％
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②日常の交通手段に対する不便さ 

　「不便を感じない」「あまり不便さを感じない」が７割以上を占めています。主に自分で

運転できる人のほうが不便さを感じない結果となっています。 
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③あねっこバス 

　日常的にあねっこバスを利用している人は少なかったものの、利用方法については利用

している人のほとんどは面倒と思っていません。一方、利用していない人のほとんどは利用

方法を知らないか、面倒という印象を持っていますので、分かりやすい周知が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

④公共交通の重要度と満足度 

　　町内の主な公共交通に関し、「重要であるかどうか」の重要度はおおむねの一方、満足

しているかどうかの「満足度」にはばらつきがあります。結果をチャートで重ねると、重要

度と満足度に開きがあることが分かります。 
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（％） 
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（４）路線バス利用実態調査 

【調査の概要】 

 

【結果の概要】 

・路線バスの満足度については「満足・やや満足」と回答した人が 41.7%、「不満・やや不

満」と回答した人が 58.3%となりました。一方で、重要度については全員が「重要・やや重

要」と回答しました。 

・挙げられる不満点としては、「運行本数・ダイヤ設定」が 33.3%と最も高く、次いで「運行

ルート」が 19.0%、「土日祝日の減便」が 14.3%と高くなりました。 

・改善点としては、「運行本数・運行間隔の改善」が 30.0%と最も高くなり、次いで「運行時

間帯の拡大」が 26.7%、「土日祝日の増便」が 16.7%と高くなりました。さらに停留所につい

ては、利用目的が異なっていても「雨風をしのげる待合環境」の回答が挙げられました。 

・町民自身がバス路線を維持するためにできることとしては、「公共交通について考える」、

「路線バスの利用を増やす」がそれぞれ 29.4%と最も高くなりました。 

　 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　　　　　 
 

（５）ＪＲ利用実態調査 

調査の概要 

 

 調査対象 (株)岩手県交通　雫石線利用者

 配布・回収方法 バス車内へ調査カードを設置、利用者自身が調査フォームへアクセスし

て回答

 調査期間 令和６年４月 15日（月）～令和６年４月 30日（火）

 回答数 12票（男性４人、女性８人）

問 17-1　路線バスの満足度  

 
 

問 17-2　路線バスへの不満の理由 
（問 17-1 で「不満・やや不満」と回答した方から複数回答） 

 

問 21　路線バスの改善点をお答えください（複数回答）。 
問 26　 路線バスの維持のためにあなた自身が出

来ること（複数回答） 
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（５）ＪＲ利用実態調査 

 

【結果の概要】 

・鉄道の利用目的については、「通勤」が 48.9%と最も高く、次いで「通学」が高くなりまし

た。また、降車駅については、盛岡駅が最も高く、雫石駅で降車した方は 6.7％でした。 

・駅までの交通手段については、「自家用車（家族などの送迎）」が 37.8%と最も高く、次いで

「徒歩」が 26.7%、「自家用車」が 23.3%と高くなりました。 

・鉄道の満足度については「満足・やや満足」と回答した人が 56.6%、「不満・やや不満」と

回答した人が 43.3%となりました。一方で、重要度については「満足・やや満足」と回答した

人が 97.8%と大きな割合を占めました。 

・挙げられる不満点としては、「運行本数・ダイヤ設定」が 49.3%と最も高く、次いで「運行

の時間帯」が 36.6%と高くなりました。 

・改善点としては、「運行本数・運行間隔の改善」が 42.6%と最も高くなり、次いで「運行時

間帯の拡大」が 18.0%、「駅や駅周辺の魅力向上」が 14.8%と高くなりました。 

・町民自身が鉄道を維持するためにできることとしては、「鉄道の利用を増やす」が 38.2%と

最も高くなり、次いで「エコ通勤・通学を促進する」が 14.5%と高くなりました。 

・「公共交通を利用しない方に公共交通利用の負担を求めること」に対して、「公共交通に対

して関心・興味を持つ」と「当事者として責任を持ち、自分自身ができることを考える」が

61.1%でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 調査対象 ＪＲ雫石駅、春木場駅、赤渕駅　利用者

 配布・回収方法 ・雫石駅にて調査チラシを配布し利用者自身が調査フォームへアクセス

して回答 

・各駅に調査員を配置し、乗降者数をカウント

 調査期間 雫石駅 

　令和 6 年 5 月 14 日（火）、令和 6年 5月 19 日（日） 

　令和 6 年 5 月 21 日（火） 

春木場駅、赤渕駅（乗降者数調査のみ） 

　令和 6 年 5 月 14 日（火）、令和 6年 5月 19 日（日）

 回答数 90票（男性 46 人、女性 41 人、無回答 3 人）

問 9　今回の鉄道利用の目的 問 10　駅までの交通手段 
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問 24　雫石町の鉄道は、本町以外での鉄道事業の利益によって維持されています。また、駅やその周辺環

境は、鉄道を利用しない方も含めた税金によって整備されています。公共交通の置かれている環境が厳

しくなる中で、公共交通を利用しない方へ負担を求めることに対してどうお考えか、お答えください。 
 

　　　　　　　　　　  

 

問 23　鉄道維持のためにあなた自身が出来ること 問 18　鉄道の改善点 

問 16-1　雫石町内を運行する鉄道の満足度 問 16-2　鉄道の不満の理由 
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○乗降者数調査 
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（６）観光客・来訪者調査 

 

【結果の概要】 

・旅行の目的については、「グルメ」が 22.4%と最も高く、次いで「スキー・スノーボー

ド、ウィンタースポーツ」が 17.2%、「ドライブ・ツーリング」と「買い物」が 13.8%と高

くなりました。 

・滞在日数については、「日帰り」が 51.6%、「1 泊」が 29.0%と短期的に滞在する観光客

が多くなっています。 

・滞在中に公共交通を利用しなかった理由として、「公共交通では自由に移動できないた

め」が 22.0％で最も高く、次いで「公共交通では目的地にたどりつけないため」と「他

の交通手段を検討しなかった」が 20.0％と高くなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 調査対象 町内観光施設の利用者 

　（観光施設 10 ヶ所、宿泊施設 10ヶ所）

 配布・回収方法 ・各施設に調査カードを配布し利用者自身が調査フォームへアクセス

して回答

 調査期間 【第１期】令和 6年 3月中旬からの１週間 

【第２期】令和 6年 4月 20 日（土）～令和 6年 4月 26 日（金）

 回答数 31 票（男性 14 人、女性 16 人、その他 1 人）

　問 9　旅行の目的 問 12　旅行の滞在日数をお答えください。 

問 17　公共交通を利用しなかった理由（複数回答） 
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３　交通機関ごとの現状及び課題整理 
（１）鉄道 

　雫石駅では秋田新幹線が上下各４本、田沢湖線は上りが 13本/日、下りが６本/日とな

っています。雫石駅の利用者数は令和５年度で 452 人/日であり、令和元年度の 528 人/日

の 85.6％となっています。 

【課題】 

　・町内からの中・長距離ネットワークとして、今後も路線や運行本数の維持が必要 

　・鉄道駅の人口カバー率は 18.1％であり、鉄道駅までの交通集散の確保が必要 

　・鉄道の速達性・定時性といった利便性を維持していくため、利用者の確保及び利用促

進が必要 

　　　　　　　　　　　　　【　鉄道駅の人口カバー状況　】 
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（２）路線バス 

　町内と盛岡市を連絡する雫石線、小岩井農場と盛岡駅を連絡する小岩井農場線（季節運

行）が岩手県交通(株)により運行されています。 

【課題】 

　・町内外を連絡する主要な移動手段として、地域間幹線系統としての維持が必要 

　・あねっこバスと連携し、空白時間帯の補完や乗り継ぎ利便性の向上が必要 

 

　　　　　【　バス停(路線バス、あねっこバス）の人口カバー状況　】 
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（３）あねっこバス 

　平成 16 年に運行が開始され、現在は雫石駅を起点に町内を放射状に５路線を運行して

います。運行管理を町内ＮＰＯ法人に委託、タクシー事業者が運行を担っています。 

【課題】 

　・運行本数や区間の最適化による効率化と利用実態を踏まえた運行見直しが必要 

　・運行経費の適正化に向けた運賃形態の見直し検討や、新規利用者の確保や利便性の向

上、周知が必要 

　 

　　　　　　　　　　【　あねっこバス停留所「乗車人数」状況　】 
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        【　あねっこバス停留所「降車人数」状況　】 
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（４）まちなか巡回バス 

　令和４年度から実証運行、中心市街地と周辺の居住地を結び、予約不要・定時定路線で

運行しています。令和６年度からは東町方面へ運行範囲を拡大しています。 

【課題】 

　・実証運行の状況や施設立地状況などを踏まえ、本格運行への転換が必要 

　・本格運行の周知と、定時定路線型の特徴を活かした利用モデルの提案が必要 

 

（５）タクシー 

　町内に２社の事業所があり、路線バス、あねっこバスで運行が難しい地域や時間帯の移

動手段を担っています。 

【課題】 

　・今後も町内で事業が継続できるよう、乗務員不足や高齢化への対応支援が必要 

　・地域の輸送資源の活用として公共ライドシェアの導入可能性の検討が必要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）スクールバス 

　基本として通学距離が６km以上の児童生徒を対象にし、毎年度経路設定をしています。

授業や行事等の計画に基づき学校が運行時間を毎月決定しています。 

【課題】 

　・距離要件のみで判断することなく、児童生徒の家庭環境や心身状態に寄り添った運行

の検討が必要 
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４　これまでの実施経緯、目標の達成状況 
 

第１次地域公共交通計画の検証指標について、実績値の状況と影響を与える要因、今後の

ポイントを以下の通り整理・分析しました。 

 

 

▼　検証指標及び実績 

　➡あねっこバスを見直ししたことにより、公共交通人口カバー率の向上に繋がりました。 

　【今後のポイント】 

あねっこバスの沿線については、バス停留所位置の変更で対応できますが、沿線か

ら外れた地域については、公共交通を必要としているかを確認した上で、必要な場合

は移動手段の確保が求められます。 

 

▼　検証指標及び実績 

➡バス停上屋等の整備が求められる主要停留所の抽出ができなかったため、新たな整備を

実施することができませんでした。 

【今後のポイント】 

「公共交通を通じて人が集まる拠点の形成」にあたり、バス停上屋の整備に限らず、

目標を達成するために必要な機能や取り組みを議論・検討することが求められます。 

公共交通の待合環境の改善にあたり、公共交通を利用している方の実態を踏まえ、行

政や交通事業者が整備するのではなく、既存施設や民間施設と連携することも求められ

ます。 

 
基本方針 1「つくる」 利便性が高く、持続可能な交通サービスを形成します

 目標 1-Ⅰ　　公共交通ネットワークの再構築と利便性の向上

 

検証指標
基準値 

平成 27 年度

目標値 
令和 6年度

実績値 
人口：令和 2 年度 

ﾈｯﾄﾜｰｸ：令和 5 年度
達成状況

 都市計画区域内の公共交通 

人口カバー率（鉄道・バス）
78.8 % 90.0 % 80.3 ％ 未達成

 目標 1-Ⅱ　　公共交通を通じて人が集まる拠点の形成

 検証指標
基準値 

令和 2年度
目標値 

令和 6 年度
実績値 

令和 6 年度
達成状況

 主要停留所の上屋等整

備数 

（バス）

3 か所 7 か所 3 か所 未達成
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▼ 検証指標及び実績 

➡町外への長距離利用については、鉄道を利用した移動に転換しつつある可能性がありま

す。また、鉄道とあねっこバスを乗り継ぐダイヤへの要望の高まりに対応していること

も予想されます。 

 

▼ 検証指標及び実績 

➡「実施実績あり／実施なし」の定性評価のため、実施していないことから「未達成」とな

ります。 

【今後のポイント】 

MM は公共交通を維持・改善していくために、地域や利用者と公共交通を共に考え、支

える重要な施策です。 

現計画において実施施策に位置付けていたものの、なぜ実施ができなかったか、どうす

れば実施できたかを議論することが求められます。 

次期計画においては、MM の実施に向けて効果的な対象者を明確にすることや実施に向

けたビジョンを検討することが求められます。 

 

 
基本方針 2「つなぐ」

公共交通機関同士の連携、行政・事業者・住民の 

連携を構築します

 目標２-Ⅰ　　公共交通機関同士の連携と機能の向上

 検証指標
基準値 

令和 2年度
目標値 

令和 6 年度
実績値 

令和 6 年度
達成状況

 電車とあねっこバスの 

30 分以内接続率
59.8 % 75.0 % 80.9 ％ 達成

 目標２-Ⅱ　　協働による公共交通に関する活動の促進

 検証指標
基準値 

令和 2年度
目標値 

令和 6 年度
実績値 

令和 5 年度
達成状況

 MM（モビリティ・マネジ

メント）の実施
実施なし 実施実績あり 実施なし 未達成
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▼ 検証指標及び実績 

➡公共交通の利用には直結せずとも、情報を受け取る機会が増えたことで、認知度の向上

に繋がりました。 

 

▼ 検証指標及び実績 

➡施策が「調査」や「検討」となっていたため、満足度を向上させる施策の実施がありませ

んでした。 

【今後のポイント】 

「公共交通の満足度」は地域公共交通計画における推奨指標となっています。そのた

め、次期計画においては、満足度の向上に直結する施策を計画に位置付けることが求め

られます。 

 

 

 

 

 

 

 
基本方針 3「いかす」

利用者が必要な情報を入手しやすく、迷わず利用できる

環境を整備します

 目標 3-Ⅰ　　公共交通に関する認知度の向上

 検証指標
基準値 

令和元年度
目標値 

令和 6年度
実績値 

令和 5年度
達成状況

 公共交通に対する

認知度 

（意識調査で満足

度が「わからない」

と答える人の割

合）

25.3 ％ 

(約 4 人中 1人）

16.7 ％ 

（約 6人中 1 人）
9.8 ％ 達成

 目標 3-Ⅱ　　公共交通に関する満足度の向上

 検証指標
基準値 

令和元年度
目標値 

令和 6年度
実績値 

令和 5年度
達成状況

 公共交通に対する

満足度 

（意識調査で満足

度が「満足」「やや

満足」と答える人

の割合）

25.7 ％ 40.0 ％ 25.9 ％ 未達成
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５　計画策定の経緯 
 

　（１）協議会開催経過及び協議内容 

　　①令和５年 11 月９日（木）　令和５年度 第２回協議会 

　　　　協議内容：計画見直しに係るスケジュールについて 

　　②令和６年１月 25 日（木）　令和５年度 第３回協議会 

　　　　協議内容：計画策定に係る実態調査について 

　　③令和６年５月 29 日（水）　令和６年度 第１回協議会 

　　　　協議内容：実態調査の進捗について 

　　④令和６年９月 26 日（木）　令和６年度 第２回協議会 

　　　　協議内容：現計画の施策検証、次期計画策定の基本的な考え方について 

　　⑤令和６年 12 月 12 日（木）　令和６年度 第３回協議会 

　　　　協議内容：施策の検討、検証指標、施策スケジュール、計画の構成について 

　　⑥令和７年３月 19 日（水）　令和６年度 第４回協議会 

　　　　協議内容：計画書の確認 

 

　（２）分科会開催経過及び検討内容 

　　①令和６年８月７日（水）　令和６年度 第１回分科会 

　　　　検討内容：現計画施策の検証について 

　　②令和６年 11 月７日（木）　令和６年度 第２回分科会 

　　　　検討内容：次期計画の施策について 

 

　（３）パブリックコメント 

　　令和７年２月 18日（火）～３月 17 日（月） 

　　（町ホームページ、役場、中央公民館、地区公民館） 

　　※意見等　なし 

 

　 

 



71 

６　雫石町地域公共交通活性化協議会委員等名簿（敬称略・令和７年３月現在） 
 
（１）雫石町地域公共交通活性化協議会委員 

 

（２）雫石町地域公共交通活性化協議会事務局

 役職 氏名 所属 職名 要綱に定める区分

 会長 
（分科会）

宇佐美　誠　史
公立大学法人　岩手県立大学総合政

策学部
准教授 学識経験者

 副会長 
（分科会）

髙　橋　憲　功 雫石商工会 会長 住民又は利用者の代表

 副会長 吉　原　武　志
盛岡広域振興局経営企画部 
企画推進課

課長 国及び県の関係行政機関の職員

 委員 若　林　武　文 雫石町 副町長 副町長

 委員 浦　部　和　之 岩手県交通株式会社
乗合自動車

部長
一般乗合旅客自動車運送事業者

その他の一般旅客自動車運送事

業者及びその組織する団体の代

表から推薦された者

 委員 石　塚　俊　輝 有限会社雫石タクシー 運行管理者

 委員 菅　原　克　也 公益社団法人岩手県バス協会 専務理事

 委員 宮　澤　　　淳 一般社団法人岩手県タクシー協会 専務理事

 
委員 樋　口　　　潤 岩手県交通運輸産業労働組合協議会 執行委員

一般旅客自動車運送事業者の事

業用自動車の運転手が組織する

団体の代表から推薦された者

 委員 安　達　松　治 雫石町老人クラブ連合会 会長

住民又は利用者の代表

 委員 高　田　恭　平 雫石町ＰＴＡ連絡協議会 会長

 委員 
（分科会）

米 澤　稔　彦 雫石町社会福祉協議会 事務局長

 委員 
（分科会）

高　橋　義　行
雫石町ボランティア活動センター運

営協議会
委員

 委員 
（分科会）

三　輪　　亨 一般社団法人しずくいし観光協会 副理事長

 委員 
（分科会）

岩　持　斗季子 雫石町教育委員会
教育長職務

代理者

 委員 
（分科会）

星　　征　一 一般財団法人雫石町スポーツ協会 理事長

 委員 竹　林　孝　也 国土交通省東北運輸局岩手運輸支局
首席運輸企

画専門官 国及び県の関係行政機関の職員

 委員 伊　藤　秀　一 岩手県警察盛岡西警察署交通課 課長

 委員 庄　司　裕　二
東日本旅客鉄道株式会社盛岡支社盛

岡統括センター
所長 鉄道事業者から推薦された者

 委員 橘　　富　和
盛岡広域振興局土木部道路都市室道

路環境課
課長 道路管理者又は道路管理者が指

定する者  委員 大　下　　聖 雫石町地域整備課 係長

 役職 氏名 所属・職名

 事務局長 川崎　欣広 総合政策課　課長

 

事務局員

三輪　健 総合政策課　課長補佐

 櫻田　紀子 総合政策課　副主幹兼係長

 苅間沢　祐太 総合政策課　主事

 浦田　奈々 ＮＰＯ法人　しずくいし・いきいき暮らしネットワーク
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